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　本報告では，まず機械学習について，その手
法の特徴や精度について整理した。その上で，
統計モデルと機械学習に関して，経営問題と管
理問題に対比させて議論した。これらを踏まえ，
これまで機械学習が利用された経営分析に関す
る先行研究を概観することで，今後の経営分析
研究での機械学習の適用可能性について考察し
ている。
　昨今，情報化社会の進展は急激に進んでいる。
Googleにおける検索数の推移からも，2011年頃
からは「ビッグデータ」，そしてそのデータ解
析に関連し，2015年頃からは「人工知能」や「機
械学習」に関連する話題が盛んとなっている。
ビッグデータは，「データの利用者やそれを支
援する者それぞれにおける観点からその捉え方
は異なっているが，共通する特徴を拾い上げる
と，多量性，多種性，リアルタイム性等が挙げ
られる１）」と解される。売上高や利益等の財務
データや従業員や顧客に関するデータ等に対し
て，より膨大となるマーケットでの取引データ
等はビッグデータとして捉えられ，これらは経
営分析領域で扱われるデータの対象となる。ま
た人工知能は，「知的な機械，特に，知的なコ
ンピュータプログラムを作る科学と技術」と説
明されている。この人工知能（研究）の広範を
占めるのが機械学習（研究）であるといわれて

いる。機械学習とは「観測センサーやその他の
手段で収集されたデータの中から一貫性のある
規則を見つけだそうとする」ものである２）。
　機械学習が扱う問題には，評価の最大化やク
ラスタリングなど様々なタイプが考えられる
が，経営分析においても応用される問題は多く
あろう。また，機械学習の手法についても，細
かく分ければこれまで膨大な種類の手法が考え
られてきている。一般的に知られているのは，
決定木（Decision Tree）やニューラルネット
ワーク（Neural Network），深層学習（Deep 
Learning）などである。これらの手法に関して，
一般的にはそれぞれの表現の精度・分かり易さ
と表現の複雑さが相反することが多い。すなわ
ち，決定木の様な表現が分かり易い手法に対し
て深層学習は表現が複雑であるが，一方で表現
の精度は深層学習の方が高いと考えられる。し
かし手法による学習精度については，与えられ
たデータ量により優位性が変わることもある。
例えば，データ量が105程度より少なければ決
定木の学習精度が高く，それを超えると深層学
習の学習精度が高くなる３）。このように，デー
タの量や質などを考慮し，適用場面によって利
用される機会学習の手法を使い分けていく必要
がある。
　経営分析や会計学の領域における分析モデル
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は，（経済学的な）理論に基づいてモデル構築
がなされてきている。特に統計モデルは理論重
視で演繹的なものであり，メカニズム（Why）
に関心をおいている。一方で，より高精度で実
用性の高い（応用できる）モデルの開発も進め
られてきており，機械学習では，応用重視で機
能的なものとして，活用（What，How）に興
味がある４）。視点を変え，企業環境の変化に対
して経営者の立場で長期的かつ全社的な問題を
扱う経営問題と，管理者が短期的かつ部門的な
問題を扱う管理問題を定義し整理した。経営問
題ではWhat（何をするか）に，また管理問題
ではHow（いかに行うか）に重点が置かれる５）。
このことより，経営問題（What）および管理
問題（How）に対して，機会学習の活用（What，
How）の有用性の高さが伺えよう。
　これまでも経営分析領域において，機械学習
が用いられた研究が多く行われてきている。例
えば，ニューラルネットワークや決定木，遺伝
的アルゴリズム（Genetic Algorithm）を用い
た倒産予知モデルの開発などがなされてい
る ６）。また企業価値評価においても，ニューラ
ルネットワークやエキスパートシステム
（Expert System）を用いたモデル開発が試み
られている７）。そして，最近ではテキストマイ
ニングを用いた研究も多くなっており，例えば
廣瀬他（2017）では，テキストデータである
MD&A（財政状態および経営成績に関する経
営者による討議と分析）情報が，将来業績に影
響を与えることを明らかにしている。この他に
も，企業の格付けやレピュテーションを織り込
んだモデルなど，経営分析研究の領域において，
より広範に及ぶ適用場面での機械学習を利用し
た研究が今後期待される。
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